
《特集》企業の社会貢献、その新潮流̶̶ 広がる地域・市民協働
《うぉろ君の気にな～るゼミナール》  

「ESG投資」って？
《パラボラ・ニュース》  

「NPO法人会計力検定」スタート
《ウォロ'sトピック》

被災地・被災者を支援する「災害ボランティアバス」
の法令遵守運行 ～観光庁通知を受けて～
山本 康史 （特定非営利活動法人みえ防災市民会議　議長）

《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》

加藤登紀子さんは「ウンコ酒」をグイッと空けた
藤田 和芳 （オイシックスドット大地株式会社　代表取締役会長）

《東日本大震災　伊達市発～現地から伝える「被災地の今」》

帰還ママと地元のNPOが協働で育む居場所
掃部 郁子（フリーランスライター、NPO法人うつしまブランチ　理事）

《V時評》

１．「きれいな記録」を残せば良いのか？　議事
　録に無ければ「無かったこと」になる政治
２．テコ役となって社会を変える
　　～市民社会創造ファンドが示す専門性の力

《続・マーケティングは愛だ　ドクター長浜と悩めるNPO》 

ビジョンとミッションを見直す！
長浜 洋二（株式会社PubliCo　代表取締役CEO）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

ハートの火を消させない！ 博物館ボランティ
アをコーディネートする
鈴木 民子（奈良国立博物館　ボランティア室コーディネーター）　

《市民活動の暦（こよみ）～10月、11月にあったこと 》 

30年前……「抱きしめてＢＩＷＡＫＯ」開催
《U35》 

渡 剛さん（特定非営利活動法人あっとすくーる　理事長）　

《この人に》 

安田 菜津紀さん（フォトジャーナリスト） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「本屋プラグ」／『夜間もやってる保育園』
／書籍紹介
《傍聴カフェ～裁判からみえる社会》 

ケースNo3「ホームレスのコンビニ強盗」

  ① 
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  ⑩ 
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  ㉔ 

  ㉒ 

  ⑬ 

  ⑭
  ㉖ 

  ㉘ 

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

●共同募金会では、今年の重要配分テーマを『障がい者（児）の福祉の増進』
とし、障がい者（児）を支援する事業に対して積極的に助成いたします。ま
た、従来どおり、社会的課題を解決するための事業や社会福祉制度の「はざ
ま」となる事業、先駆的・開拓的な事業など幅広い民間社会福祉事業、地域
に根ざしたさまざまな福祉活動の支援を行ってまいります。
●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地
で被災した人たちを助ける活動の支援も行います。
●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入
できます。個人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の
税額控除の対象になります。
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【特集チーム】井上 小太郎、楠 正吉、永井 美佳、竹内 友章、増田 宏幸、村岡 正司、百瀬 真友美
【協力】大阪ボランティア協会企業市民活動推進センター運営委員会

特集

多くの企業が協力している「チャイルド・ケモ・ハウス チャリティウォーク（通
称：チャイケモウォーク）」。神戸の街が緑のTシャツで染まる（4ページ、提供
＝チャイルド・ケモ・ハウス）

4月 2日の「自閉症啓発
デー」を盛り上げるAIG

グループ会社の社員

（4ページ、提供＝AIG
ジャパンホールディング

ス）

株主優待品で復興支援
。「石巻からあったけー

うま

いものセット」（6ページ
、提供＝ラックランド）

所有物件の木造賃貸共同住宅を改修し、アーティストと住民の交流拠点に（6ページ、提供＝千島土地）
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第
一
線
の
社
員
や
中
小
企
業
が

地
域
と
と
も
に
活
動
を
展
開　

　

企
業
メ
セ
ナ
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
が
叫
ば

れ
始
め
た
１
９
９
０
年
代
、
企
業
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
芽
吹
き
始
め
た
段
階
だ
っ
た
（
３

ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）。
当
時
は
、
組
織
動
員
型

の
も
の
も
目
立
っ
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
０
年

代
前
半
の
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
元
年
」
と
呼
ば
れ
た
時
期

に
は
、
本
社
や
ト
ッ
プ
主
導
の
社
会
貢
献
活

動
が
増
え
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
本
特
集
で
は
、
大
企
業
の

社
会
貢
献
、
企
業
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

新
し
い
傾
向
と
し
て
、
本
社
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当

部
署
の
主
導
と
い
う
よ
り
も
、
現
場
の
第
一

線
の
社
員
の
参
加
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
地
域

協
働
か
ら
活
動
が
発
展
し
た
例
を
取
り
上
げ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
第
一
線
の
社
員
が
地
域

の
課
題
に
つ
な
が
り
な
が
ら
、
企
業
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
自
発
的
に
そ
の

輪
を
広
げ
て
い
る
こ
と
だ
。
中
小
企
業
の
場

合
は
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
要
素
が

一
般
に
大
き
い
が
、
そ
の
場
合
も
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
と
と
も
に
課
題
に
取
り
組
む

よ
う
な
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。背

景
に
あ
る
、
社
会
と

企
業
の
変
化

　

背
景
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
大
災
害
時

に
被
災
地
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
消
費
行
動
が
身
近
に
な
り
、
定
着
し
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
活
動
が
市
民
権
を
得
て
、
協
働
型
の
活
動

が
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。

更
に
は
、
環
境
や
福
祉
、
社
会
的
孤
立
な
ど

数
多
く
の
社
会
課
題
が
そ
の
緊
急
性
か
ら
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
身
近
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や

Ｃ
Ｒ
Ｍ
（C

ause Related M
arketing

）の

普
及
に
よ
っ
て
、
賢
く
選
択
し
、
自
分
の
消
費

欲
求
と
社
会
課
題
解
決
を
結
び
付
け
る
消
費

行
動
も
広
が
り
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
も
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
企
業
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
出
会
う

き
っ
か
け
も
、
圧
倒
的
に
ネ
ッ
ト
経
由
の
時
代

に
な
っ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
話
題
に
上

り
、
企
業
の
側
で
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
リ

ス
ク
管
理
、
環
境
管
理
の
面
か
ら
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

だ
け
で
は
な
く
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
持
続
可

能
性
な
ど
よ
り
広
い
視
点
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り

組
み
を
模
索
す
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
企

業
再
編
や
東
京
一
極
集
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
、
社
会
貢
献
担
当
者
や
部

署
が
再
編
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
、「
わ
が
社
ら
し
い
」
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
社

会
貢
献
活
動
を
模
索
し
て
い
る
企
業
担
当
者

も
多
い
。
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
そ
う

し
た
方
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
社
員
の
個
性
を
尊
重
し
自
発
性
を

引
き
出
し
社
会
性
を
高
め
る
こ
と
で
人
材
育

成
に
も
生
か
さ
れ
始
め
て
い
る
。

市
民
活
動
側
に
と
っ
て
の

変
化
と
期
待

　

一
方
、
市
民
活
動
の
側
か
ら
見
て
も
、
こ

の
10
年
で
環
境
は
激
変
し
て
い
る
。
人
・
モ
ノ

（
場
）・
カ
ネ
の
全
て
に
お
い
て
行
政
系
の
支

援
は
限
界
を
迎
え
、
そ
こ
に
頼
れ
な
く
な
っ
た

市
民
活
動
は
多
い
。
企
業
も
、
旧
来
型
の
寄

企
業
市
民
活
動
の
変
遷
と
新
し
い
潮
流

現
場
力
で
地
域
・
市
民
協
働
の
拡
大
へ

付
や
支
援
は
、
前
述
の
よ
う
な
変
化
の
中
で

じ
り
貧
の
傾
向
に
あ
る
。
成
長
し
て
い
る
企

業
の
経
営
者
た
ち
が
主
導
す
る
大
口
の
寄
付

行
為
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
動
き
も

あ
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
だ
け
に
頼
っ
て
い

て
は
市
民
活
動
の
側
も
行
き
詰
ま
る
リ
ス
ク

が
大
き
い
。

　

明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
企
業
人
（
リ
タ
イ

ア
後
を
含
む
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
珍
し
く
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
働
き
方

改
革
」
の
中
で
、
余
暇
を
ど
う
使
う
の
か
も

問
わ
れ
る
。
自
分
の
人
生
を
会
社
の
仕
事
以

外
で
き
ち
ん
と
位
置
付
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
る
は
ず
だ
。

企
業
活
動
に
お
け
る
新
た
な

協
働
の
芽
吹
き

　

市
民
活
動
を
支
え
る
パ
ワ
ー
と
行
動
力
の

あ
る
人
材
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
は
、
企
業
に

と
っ
て
増
え
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
強
み
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
活
動
と

の
協
働
も
芽
吹
い
て
い
る
。
企
業
の
社
員
の

中
に
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
だ
け
で
な
く
、「
社
内

草
の
根
」
的
に
営
業
、
企
画
、
技
術
開
発
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
部
門
か
ら
自
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
社
会
課
題
の
相
手
先
と
つ
な
が

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
フ
ァ
ン
ド
レ

イ
ジ
ン
グ
、
プ
ロ
ボ
ノ
な
ど
の
動
き
を
始
め
る
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人
々
が
現
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
う
し
た
新
し
い
潮
流
は
、
本
物
に
な
る
の

か
。
そ
れ
を
力
に
、
私
た
ち
が
望
む
持
続
可

能
な
社
会
、
豊
か
な
市
民
社
会
づ
く
り
に
一

歩
近
づ
け
る
の
か
。
実
現
に
向
け
た
大
事
な

要
素
の
一
つ
が
、
市
民
（
消
費
者
、
個
人
と
し

て
の
従
業
員
・
家
族
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く

主
体
的
に
働
き
か
け
、
市
民
な
ら
で
は
の
視

点
と
協
働
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た
問
題
提

起
を
し
て
い
け
る
か
だ
。
そ
し
て
企
業
側
も
、

そ
の
よ
う
な
協
働
が
企
業
活
動
の
持
続
的
成

長
と
発
展
の
カ
ギ
の
一
つ
と
い
う
認
識
を
、
持

て
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
　

 

大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
企
業
市
民

　
　
　

 

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

１985年  
　男女雇用機会均等法
１９９０年  
　「フィランソロピー元年」
１９９５年　
　阪神・淡路大震災
　「ボランティア元年」
１９９７年　
　京都議定書
１９９８年　
　ＮＰＯ法

２０００年前後　
　金融ビッグバン
　→東京一極集中と
　　グローバル化の進行
　　行政の財政再建
　　持続可能性への関心
２００３年　
　「ＣＳＲ元年」
２００5年　
　障害者自立支援法
２００７年　
　リーマンショック
２００８年　
　公益法人制度改革

２０１０年　
　プロボノブーム
２０１１年　
　東日本大震災
２０１２年　
　ＮＰＯ法大幅改正
２０１5年　
　SDGsが国連で採択
２０１６年　
　パリ協定発効
２０１７年
　「働き方改革」
　ＥＳＧ投資やＳＤＧｓ
　への関心

財閥、オーナー型企業で
のメセナが目立つ時代

大企業への普及、模索期
リスク管理の視点

活動の定着と選択と集中
ダイバーシティ黎明期

個性化、二極化

動員、組合型 トップダウン 推進委員会型 草の根型の台頭

互助型 企業市民活動第一世代の
活躍

委員会型、プロジェクト
チーム型の普及

草の根、ＯＢ・OG活躍型

任意団体が一般的（98年
からＮＰＯ法人が可能に）

ＮＰＯ普及期、課題型ＮＰ
Ｏの広がり

全国区ＮＰＯ、ＮＧＯ台頭
企業協働事例が普及し始
める

企業とＮＰＯの対等な課題
解決型提案・協働へ

企
業
市
民
活
動
と

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
変
遷

下表は市民活動との協働の視点からまとめたものであり、当委員会の定義による。ＣＳＲの進化段階は切り
口によってさまざまに捉えられるはずであり、その点について積極的な意見をいただければ幸いである。

大阪ボランティア協会企業市民活動推進センターは、１９９１年に設立された。１９９３年には「フィランソロピー・リンクアップフォーラム」が関西企
業の参加で発足。のちに「関西ＣＳＲフォーラム」と２００８年に合流して「フィランソロピー・ＣＳＲリンクアップフォーラム」となって、現在まで150
回を超える企業と市民活動の交流、研鑽の場を提供してきた。

今後～2010年代2000年代1980～90年代

Ｃ
Ｓ
Ｒ
企
業

体
制
、重
点
課

題
の
設
定

社
員
参
加
形

態
の
特
徴

企
業
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織

の
特
徴

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

協
働
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財
務
情
報
に
加
え
、環
境（Environm

ent

）、

社
会（Social

）、企
業
統
治（G

overnance

）

に
対
す
る
企
業
の
対
応
を
考
慮
し
て
行
う
投

資
。例
え
ば「
Ｅ
」は
地
球
温
暖
化
対
策
や
化
学

物
質
の
管
理
、「
Ｓ
」は
女
性
従
業
員
の
活
躍
、

適
切
な
労
務
管
理
や
地
域
貢
献
、「
Ｇ
」は
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、情
報
開
示
な
ど
。

　

２
０
０
６
年
に
国
連
が
責
任
投
資
原
則（
Ｐ

Ｒ
Ｉ
：「
投
資
分
析
と
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
課
題
を
組
み
込
む
」な
ど
の
六
つ
の
原

則
）を
公
表
、機
関
投
資
家
に
環
境
、社
会
、企

業
統
治
に
関
し
責
任
あ
る
投
資
行
動
を
と
る
こ

と
を
促
し
た
。

　

従
来
の
社
会
的
責
任
投
資（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）は
、社

会
的
に
問
題
の
あ
る
企
業
を
排
し
社
会
問
題
へ

の
対
応
に
優
れ
た
企
業
を
応
援
す
る
と
い
う
意

味
合
い
が
あ
っ
た
。そ
れ
に
対
し
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、

環
境
的
・
社
会
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
強
化
が
企
業
の
リ
ス
ク
を
抑
制
し
持
続

的
成
長
を
助
け
る
こ
と
か
ら
、投
資
に
よ
り
長

期
的
リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
る
と
い
う
視
点
が

加
わ
っ
て
い
る
。欧
米
で
は
、も
は
や
一
般
的
な
投

資
手
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
欧
米
に
比
べ
ま
だ
ま
だ
浸
透
度
は

低
い
が
、15
年
の
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立

行
政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）の
責
任
投
資
原
則
へ
の

署
名
を
き
っ
か
け
に
、多
く
の
大
手
機
関
投
資

家
が
責
任
投
資
原
則
に
署
名
し
、投
資
プ
ロ
セ
ス

へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
視
点
組
み
込
み
を
宣
言
し
て
い
る
。

運
用
資
金
額
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、今
後
の

さ
ら
な
る
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
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ひ
ろ
子

パラボラ・ニュース  「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
計
力
検
定
」

　
ス
タ
ー
ト

領
収
証
が
な
い
」「
代
表
が
お
金
を
立
て

替
え
た
」「
帳
簿
と
現
金
が
合
わ
な
い
」

…
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
会
計
担
当
の
初
心
者
は
、

こ
ん
な
場
面
で
困
る
こ
と
が
多
い
か
も
し
れ
な

い
。こ
う
し
た
初
歩
的
な
実
務
・ス
キ
ル
か
ら
高

度
な
も
の
ま
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
計
の
実
務
面

の
知
識
や
ス
キ
ル
を
測
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
計

力
検
定
」が
、来
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

実
施
主
体
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
力
検
定
協
会
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
支
援
セ
ン
タ
ー
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

公
開
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
決
算
書
は
、信

頼
に
足
る
水
準
で
作
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、十
分
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材

の
確
保
は
難
し
い
。会
計
担
当
者
の
人
材
育
成

が
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、検
定
に
よ

る
学
習
機
会
の
提
供
を
目
指
し
た
。検
定
内

容
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
計
税
務
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
監
修
し
て
い
る
。

　

第
１
回
は
、２
月
25
日
に
東
京
・
神
戸
・
尼

崎
で
開
催
。初
歩
的
な
知
識
を
問
う「
入
門
」

と
、簿
記
３
級
レ
ベ
ル
の
基
本
的
な
実
務
力
を

問
う「
基
本
１
」検
定
を
実
施
し
、同
日
に
両

方
の
受
験
が
可
能
。申
し
込
み
は
12
月
15
日
ま

で
。受
験
料
は
入
門
が
１
６
２
０
円
、基
本
１

が
２
１
６
０
円（
い
ず
れ
も
税
込
み
）で
、テ
キ
ス

ト
販
売
も
あ
る
。２
０
２
０
年
ま
で
に
、よ
り
高

度
な
内
容
の「
基
本
２
」「
専
門
」の
検
定
実
施

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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被災地・被災者を支援する
「災害ボランティアバス」の法令遵守運行
～観光庁通知を受けて～　　　　　 特定非営利活動法人みえ防災市民会議　議長　山本 康史

みえ防災市民会議編集・発行
『みえ発！ 災害ボラパック＝安全
運行・法令遵守編』
2016年12月

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
災
害
復

旧
・
復
興
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
が

「
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
充
実
」
で
あ
る
。

中
で
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
、

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
敷
居
が
下
が
る

・
事
前
に
活
動
調
整
が
可
能
で
現
場
に

着
く
前
に
参
加
者
へ
の
研
修
等
が
で

き
る

・
公
共
交
通
機
関
の
少
な
い
被
災
地
で

も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
迎
で

き
る

・
被
災
地
の
交
通
渋
滞
緩
和
に
な
る

・
出
発
地
の
今
後
の
防
災
人
材
の
発
見

や
組
織
化
に
つ
な
が
る

等
、
被
災
地
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
支

援
す
る
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
取
り

組
み
だ
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
が
増
え
始
め

た
の
は
、
１
９
９
７
年
日
本
海
重
油
流

出
事
故
に
お
け
る
重
油
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
時
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
２
０
０
４

年
に
全
国
各
地
で
水
害
が
多
発
し
た
際

に
広
が
り
、
以
後
、
災
害
が
あ
れ
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
が
一

般
的
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
公
募
で
集
め
た
参
加
者

を
有
償
の
交
通
手
段
を
用
い
て
輸
送
手

配
す
る
と
い
う
事
業
が
「
旅
行
業
法
」
に

お
け
る
「
旅
行
業
」
に
当
た
る
た
め
、
16

年
の
熊
本
地
震
の
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
を
運
行
す
る
な
ら
旅
行
業
法

を
順
守
し
て
実
施
す
る
よ
う
観

光
庁
か
ら
通
知
が
出
さ
れ
た
。

　

旅
行
業
資
格
を
取
得
す
る
に

は
数
百
万
円
の
供
託
金
や
旅
行

業
務
取
扱
管
理
者
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
で

資
格
取
得
す
る
の
は
現
実
的
で

は
な
い
。
旅
行
業
法
を
順
守
し

よ
う
と
す
る
と
、
主
催
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
社
協
で
は
な
く
旅
行
業
者

と
し
た
り
、
申
し
込
み
や
金
銭

収
受
も
旅
行
業
者
に
お
願
い
し

た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

の
取
り
組
み
に
大
き
な
課
題
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
災
地
自

治
体
や
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
事
業
を

主
催
し
た
い
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
が
よ

り
柔
軟
に
実
施
で
き
る
よ
う
要
望
を
提

出
。
17
年
７
月
、
観
光
庁
は
災
害
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
新

た
な
通
知
を
出
し
た
。

　

こ
の
通
知
で
は
、「
観
光
庁
が
定
め
る

災
害
」
に
対
し
て
「
一
定
期
間
」
は
「
地

元
ま
た
は
被
災
地
の
自
治
体
、
社
会
福

祉
協
議
会
等
に
参
加
者
名
簿
を
提
出
」

す
れ
ば
旅
行
業
者
の
資
格
を
有
し
な
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
も
募
集
・
事
業
実
施
し
て
良

い
、
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
あ
く
ま
で
指
定
災
害
限
定
で

あ
り
、
平
時
の
事
業
で
の
有
償
の
バ
ス

送
迎
な
ど
は
旅
行
業
法
へ
の
対
応
が
必

要
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
事
業
を
主
催

す
る
団
体
は
、「
通
知
が
出
た
か
ら
良

し
」
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
旅
行
業
法

に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
み
え
防

災
市
民
会
議
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
の
安
全
運
行
・
法
令
順
守
に
つ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
み
え
防
災
市
民

会
議
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
頂

き
た
い
。

（
右
冊
子
の
12
ペ
ー
ジ
）
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１
５
０
０
冊
ほ
ど
の
本
に
囲
ま

れ
た
、
ゆ
っ
た
り
し
た
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
。「
本
屋
プ
ラ
グ
」
は
、
Ｊ
Ｒ
・

南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
10
分
ほ

ど
の
市
街
地
に
あ
る
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
だ
。

キ
ッ
チ
ン
付
き
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
前

身
で
、こ
の
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

運
営
す
る
合
同
会
社
プ
ラ
グ
の
代

表
・
三
木
早さ

や

か

也
佳
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
を
よ
く
訪
れ
て
い
た
地
元
住

民
。３
年
近
く
前
に
、か
い
わ
い
の
同
年

代
女
性
の
サ
ー
ク
ル
で
Ｚジ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ（
注
）

の
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
本
の
魅
力

や
本
が
人
を
つ
な
ぐ
力
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
い
た
。
そ
の
後
、本
屋
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
に
通
う
な
ど
す
る
う
ち
に
、イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
の
責
任
者
が
「
じ
ゃ
あ

こ
こ
で
や
っ
て
み
た
ら
？
」と
三
木
さ
ん

に
棚
を
提
供
。
最
初
は
古
本
、途
中
か

ら
新
刊
本
も
仕
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
は
書
店
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
構
想
が
生
ま
れ
た
。
三

木
さ
ん
は
勤
め
て
い
た
工
務
店
を
辞
め

て
、本
屋
プ
ラ
グ
の
責
任
者
に
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
も
週
２
、３
回
ほ
ど

あ
り
、
趣
味
の
集
ま
り
、ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
、
映
画
上
映
、
読
書
会
な
ど
が
開
か

れ
る
。
例
え
ば
毎
月
の
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
会
」
は
、
ゲ
ー
ム
の
持
ち
込
み
も
Ｏ

Ｋ
で
、
出
入
り
も
自
由
。
居
合
わ
せ
た

人
で
適
当
に
ボ
ー
ド
を
囲
む
中
に
は
、

初
め
て
の
参
加
者
も
い
れ
ば
、
大
人
に

教
わ
り
な
が
ら
遊
ぶ
中
学
生
も
い
る
。

ゲ
ー
ム
に
飽
き
た
ら
、
店
の
本
を
読
ん

で
い
て
も
い
い
。

　
「
本
屋
っ
て
、
誰
が
来
て
も
い
い
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。か
つ
て
の
ス
ペ
ー
ス
は
、ど

ち
ら
か
と
い
う
と
若
く
て
大
体
決
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
が
ワ
イ
ワ
イ
集
ま
る
場
だ
っ

た
け
ど
、
本
屋
プ
ラ
グ
に
は
親
子
連
れ

も
お
ひ
と
り
の
年
配
男
性
も
来
る
よ
う

に
な
っ
て
、世
代
や
顔
ぶ
れ
が
広
が
り
ま

し
た
」と
、三
木
さ
ん
。
相
談
さ
れ
て
人

を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、メ
デ
ィ
ア

に
地
域
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
も
あ

る
。
人
と
人
、人
と
情
報
が
出
合
う
拠

点
と
し
て
、エ
リ
ア
一
帯
に
楽
し
さ
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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ア ゴ ラ

第52回

本 書は「つながり」をキー

ワードに、全国の小中高

校 20の現場での実践をまとめ

た事例集。学校現場におけるさ

まざまなつながり方を七つ――

教師と子ども、子ども同士、教

師同士、学校と保護者、学校と

地域、学校と学校、学校と社会

――に整理し、それぞれの事例

からつながりの多様な力を分析

している。事例は校長・教諭な

ど現場の職員が執筆しており、

地域・学校事情に応じたチャレ

ンジの息遣いを感じることがで

きるのも特徴的だ。

　学校は「教える場」としての

機能だけでなく、さまざまな「つ

ながりを生む場」としての役割

も期待されるようになってい

る。それは、教員だけで行うこ

とは大変難しい。また、既存の

しくみを変えずに校外の協力を

得ようとする「連携」では、新し

い風を呼び込みにくいものであ

る。子どもたちにとって豊かな

学びを求める目的のもと、多様

な立場－－保護者や地域住民、

そして時には子ども自身も－－

の思いや教育観の違いを認め

あい取り込んでいく「協働」の

中でこそ生み出されるものと述

べられている。

　「協働」は簡単なようで難し

い。ましてや、「変える」にはか

「つながり」を生かした
学校づくり
志水宏吉・若槻健編著
東洋館出版社
2017年 3月、税込 2160円

なりのエネルギーが必要だ。20

の事例からは、「地域の子ども

たちがどんな大人に育ってほし

いのか」をとことん議論した、

教員や保護者、地域住民等の

姿が見えてくる。地域の子ども

のことを誰か（特に学校）に任

せるのではなく、異なる価値観

を持つ人たちが集い、意見を交

わすことのできる「安心できる

場での対話」がそこでなされて

いるのだ。本書は、一人ひとり

が持つ「つながり」をきっかけ

に、地域の子どものことを「自

分ごと」として考える仲間をど

う集めるか―― その20の物語

とも言えるのかもしれない。

編集委員　大島 一晃

代
表
の
三
木
早
也
佳
さ
ん

ディスプレイされた本に思わず立ち止まる

カフェメニューは地元和歌山産も多い。未購入本の読書もOK

（
注
）個
人
や
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
自
主
制
作
す
る
、少
部
数
の
出
版
物
。

　
　
コ
ピ
ー
や
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
て
手
作
業
で
綴と

じ
た
も
の
も
多
い
。
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シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第45回

評 価」というと学校の通信

簿などを連想してしま

い敬遠しがち……という向きも

あるかもしれない。しかし、適

切な事業評価を行えば、ＮＰＯ

の組織基盤が強化され、事業

を改善し、組織内外の信頼性

を高めることもできる。元来、

事業の推進には評価が不可欠

だ。

　もっとも、この事業評価の意

味・効果を得心できないと、な

かなか評価を始められないわ

けだが、本書はまずこの点か

ら詳しく紹介。事業を旅に例え

ての解説が分かりやすい。さら

に、評価方法の種類、どう始め

るのか、具体的な活用事例は

どのようなものか、よくある質

問への回答、詳しい解説書の

紹介や基本用語の解説なども

盛り込み、知りたいことがコン

パクトにまとめられている。

　具体的には、内部評価、外部

評価の区別に収まらない「参

加型評価」の内容。評価手法の

歴史。事業内容を手段と目的

の関係で整理する「ロジックモ

デル」の実際。「事業評価の５

階層」とされる①ニーズ評価、

②セオリー評価、③プロセス評

価、④アウトカム／インパクト

評価、⑤効率性評価――の内

容。評価のしっぱなしではなく

知っておきたいＮＰＯの
こと５【事業評価編】
日本ＮＰＯセンター編集・発行
2017年8月、税込500円

伴走的に評価と助言がなされ

る発展型評価。評価の設計方

法とデータ収集・分析、報告・共

有までの流れ。緊急・復興支援

で有効な中間的評価。ＰＤＣＡ

との関係……と、実に幅広い。

　なお、同シリーズの「基本編」

「資金編」「協働編」「参加編」

とのセット購入などで送料が無

料になる。アマゾンでは扱いが

ないが、大阪ボランティア協会

をはじめ、買取販売をしている

市民活動センターもある。日本

ＮＰＯセンターのサイトから注

文できる他、身近なセンターに

問い合わせてみるのも良いだ

ろう。

編集委員　早瀬 昇

ライブラリー

第22回

大
宮
浩
一
監
督
の
最
新
作
『
夜

間
も
や
っ
て
る
保
育
園
』が
公

開
さ
れ
る
。
２
０
１
４
年
の
『
石
川
文

洋
を
旅
す
る
』
以
来
３
年
ぶ
り
と
な

る
、監
督
の
久
し
ぶ
り
の
新
作
を
観み

ら

れ
る
こ
と
に
、
私
は
た
だ
た
だ
喜
び
を

感
じ
て
い
る
。

　

監
督
が
新
た
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
夜
間
保
育

の
現
場
だ
。
し
か
し
、
夜
間
保
育
の
実

情
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、映

画
を
観
て
そ
の
多
様
性
に
ま
ず
は
驚
か

さ
れ
た
。
主
な
舞
台
は
新
宿
区
大
久
保

に
あ
る
「
エ
イ
ビ
イ
シ
イ
保
育
園
」だ
。

１
９
８
３
年
に
無
認
可
の
い
わ
ゆ
る
ベ

ビ
ー
ホ
テ
ル
と
し
て
始
ま
り
、現
在
は
24

時
間
体
制
の
認
可
保
育
園
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
夜
間
保
育
を
必
要
と

し
て
い
る
の
は
、い
わ
ゆ
る
夜
の
お
仕
事

を
し
て
い
る
女
性
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な

ど
が
多
い
と
い
う
の
が
私
の
勝
手
な
思

い
込
み
だ
っ
た
が
、映
画
に
出
て
く
る
親

御
さ
ん
た
ち
は
、
共
働
き
の
夫
婦
も
い

れ
ば
、
海
外
か
ら
日
本
に
来
た
方
た
ち

も
い
た
。
新
宿
と
い
う
地
域
性
も
あ
る

の
だ
ろ
う
が
、本
当
に
多
種
多
様
だ
。

　

冒
頭
、監
督
は
若
い
保
育
士
に
尋
ね

る
。「
あ
な
た
が
も
し
子
ど
も
を
持
っ
た

ら
、夜
間
保
育
に
預
け
ま
す
か
？
」と
。

す
る
と
彼
女
は
、「
私
だ
っ
た
ら
昼
間
の

仕
事
を
し
て
、
夜
に
預
け
る
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、何
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
」と
答
え
た
。

　

こ
の
彼
女
の
「
何
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
」と
い
う
最
後
の
一
言
が
、こ
の
映

画
の
、そ
し
て
夜
間
保
育
が
直
面
し
て

い
る
問
題
の
根
幹
な
の
だ
と
思
っ
た
。

子
ど
も
を
預
け
て
い
る
親
御
さ
ん
た
ち

も
、
職
員
も
、
映
画
に
登
場
す
る
人
々

は
皆
、
子
ど
も
の
こ
と
を
大
切
に
考
え

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
大
人
の
抱
え
た

ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
情
が
見
え
て
く

る
。
そ
こ
で
描
か
れ
る
の
は
厳
し
い
現

実
だ
。
し
か
し
、
監
督
は
誰
も
糾
弾
し

な
い
。
制
度
の
不
備
を
声
高
に
は
主
張

し
な
い
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
よ
う
に
、
一

つ
一
つ
小
さ
な
声
を
拾
い
集
め
て
織
り

あ
げ
て
い
く
。
や
や
も
す
れ
ば
子
ど
も

た
ち
に
感
情
移
入
を
し
が
ち
な
保
育
と

い
う
現
場
だ
が
、
監
督
は
子
育
て
を
し

て
い
る
親
た
ち
や
保
育
士
に
静
か
に
寄

り
添
う
。
そ
れ
は
高
齢
者
介
護
を
テ
ー

マ
と
し
た
初
期
作
品
か
ら
一
貫
し
た
姿

勢
で
あ
る
。
そ
う
し
て
紡
ぎ
だ
さ
れ
る

の
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、状
況

を
理
解
し
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

親
た
ち
の
物
語
だ
。

　
「
地
域
で
子
育
て
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
す
る
が
、私
に
は
あ
ま
り
ピ
ン

と
く
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。し
か
し
本

作
を
観
る
と
保
育
園
が
主
体
と
な
り
、

地
域
が
関
わ
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
る

姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
ん
な

保
育
の〝
今
〞
に
、ぜ
ひ
劇
場
で
立
ち

合
っ
て
ほ
し
い
。

ど
が
多
い
と
い
う
の
が
私
の
勝

い
込
み
だ
っ
た
が
、映
画
に
出
て

今
月
の
作
品
「
夜
間
も
や
っ
て
る
保
育
園
」

　　ポレポレ東中野（東京）、第七芸術
　　　劇場（大阪）ほか全国順次公開中　

http ://yakanho iku -mov ie .com/theate rs .php
監督：大宮浩一、製作：社会福祉法人杉の子会／大宮映像製作所／東風
配給：東風　　2017年｜111分｜日本｜ドキュメンタリー
（C）夜間もやってる製作委員会　文部科学省選定作品

2012年、映画『ドコニモイケナイ』を監督。本作で2012
年度日本映画監督協会新人賞受賞。その他、『いわきノー
ト』（2014年／編集）。『桜の樹の下』（2016年／プロ
デューサー）。現在、日本映画大学非常勤講師。「ドキュメン
タリー映画って、 観るよりも作る方が数十倍面白いよ！」とい
つも思います。

●今月の館主

島
し ま だ

田 隆
りゅういち

一 イラスト：杉浦 健
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